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市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 観光地危険生物駆除事業（ハブ駆除事業） 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-3-（2）-（ア）

観光受入体制の整備

担当部課名 村民課
事業実施

（予定）年度
平成24年度～令和13

年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-（1）

事業内容
観光客や地域住民のハブ等による咬傷被害防止を図るため、ハブの目撃・捕獲数が多い仲泊～宇加地地域及び名嘉真地域にかけて捕獲
機を460基設置・巡回しハブ等の駆除を行い、咬傷被害が起きないように努める。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,055 6,376 6,630 6,904 6,908

(b)予算現額 6,055 6,376 6,747 7,457 9,544

(c)増減額(b-a) 0 0 117 553 2,636

(d)繰越額

A．計(b+d) 6,055 6,376 6,747 7,457 9,544

B．執行済額 5,204 5,729 6,204 7,116 9,112

うち交付金充当額 4,163 4,583 4,963 5,692 7,290

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 85.9% 89.9% 92.0% 95.4% 95.5%

予算の状況の説明 予算の増額は会計年度任用職員の給与改定、マウス餌代の物価高騰による増額。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ハブ生息地へのハブ捕獲機設置数

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・ハブ等が多く生息する村内南部の地域（仲泊～宇加地）に380基、名嘉真地域に80基設置し、460基の捕獲機を設置し
巡回・捕獲を行った。

400 400 400

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R4年度 R5年度

目標値
（　年度）

捕獲機設置周辺における咬傷被害件数

目　標

実　績 0件 1件 1件

進
捗
状
況
説
明

捕獲機設置周辺地域における咬傷被害件数が1件あった。

450

450箇所 450箇所 460箇所 460箇所

0件 0件 0件 件

R6年度



交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・前年度よりハブ等の捕獲数が20％程度増加しており、特に咬傷被害があった
名嘉真地区では、住民からの目撃情報が増えており、捕獲数も対前年比35％
増となっている。ハブと遭遇する機会が増えていることが、成果目標を達成でき
なかった要因であると考える。

・引き続き捕獲機の設置割合やエリアの見直しを検討していく必要があ
る。

・罠が荒らされている形跡があるので、設置個所の見直しを含めて検討
する必要がある。

今後の取り組み方針

・北部地区（名嘉真地区）への捕獲器を増設し、引き続き生息域の確認・調査を行っていく。
・住民からのタイワンハブ等の目撃が多くなっているため、ホームページ・広報誌等で注意喚起を促していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

9,384 9,112 7,290 1,822 272

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
〇「恩納村会計年度任用職員の任用等に関する規則」に
基づき支出であり適正であると判断した
〇不用額は事業費の2％程度であり適正な予算規模と判
断した。
〇村条例に基づいた積算及び出退勤管理により支出して
いるため費目・使途については適正であると判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村
9,112千円

報酬
6,589千円

会計年度任用職員　2人
6,589千円

旅費
205千円

事務費
1,222千円

共済費
1,096千円

会計年度任用職員 2人
交通費

会計年度任用職員 2人

社会保険料

需用費、使用料及び賃借料

ハブ駆除事業
に係る報酬

ハブ売上収入（交付対象外経費）
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市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－② 恩納村観光誘客・おもてなし推進事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-３-(2)-ｳ

多彩かつ質の高い観光の推進

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度

平成24年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
　観光誘客を図るため、イベントの開催および宣伝活動並びにスポーツコンベンション事業を実施する。また、観光客の利便性確保、満足度
を図るため、村の観光案内所である文化情報センターへ観光案内人を配置し、持続可能な観光産業の推進を実施する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 26,227 18,988 19,754 27,541 62,226

(b)予算現額 17,830 3,972 14,900 25,494 55,953

(c)増減額(b-a) ▲ 8,397 ▲ 15,016 ▲ 4,854 ▲ 2,047 -6,273

(d)繰越額 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 17,830 3,972 14,900 25,494 55,953

B．執行済額 17,830 3,972 13,746 26,167 52,491

うち交付金充当額 14,263 3,177 10,996 20,933 41,993

次年度繰越額 0 0 0 0 0

R6年度

観光誘客プロモーションの実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 92.3% 102.6% 93.8%

花火大会の
開催

花火大会の
開催

花火大会・
ビーチフェス

タの開催

予算の状況の説明
　旅の案内人配置事業において２名の配置、プロモーション事業、イベントの開催では計画どおり執行となったが、観
光マナーの普及啓発のパンフレットの作成に至らなかった。

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 R4年度 R5年度

実　績

目　標

実　績

イベントの開催

目　標

実　績 中止

スポーツコンベンションの実施

観光誘客人の配置
目　標

実　績 実施 未実施 実施

活動目標
（指標）

及び達成状況

１回実施 １回実施 ３回実施 　３回実施

中止 １回実施 ３回実施 ３回実施

花火大会の
開催

花火大会の
開催

花火大会の
開催

花火大会・
ビーチフェス

タの開催

観光案内人の配置
目　標 実施 実施 実施 実施

実施 未実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

実施

達
成
状
況
説
明

・ｲﾍﾞﾝﾄ事業の開催については、予定通り「美ら海花火大会」を開催した。
・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業として、昨年に引き続き東京池袋で開催し、海外（韓国及び台湾）の他、新たにサッカープロモーションも
実施することができた。
・観光案内人を恩納村文化情報ｾﾝﾀｰの観光フロアに２人配置した。
・観光誘客人を本事業の業務担当として恩納村観光協会に１人配置した。

目　標 - - - 1回実施

実　績 - - - 1回実施



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

基準値
（　年度）

8,000人以上 13,200人以上

・事業全体で、継続・拡大し、新たな取り組みと合わせてイベントや村内宿泊への誘客を図る。
・美ら海花火大会については、打ち上げ時期や場所など、常に安全対策の検討を行う。
・サンセットビーチフェスタは８月開催の為、早めにスケジュール工程を決定し、周知を早期に行う他、開始時間や暑さ対策を考慮し事業に取り組む。
・プロモーション事業を継続・拡大し更なる誘客を図る。

今後の取り組み方針

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）

イベント入場者数
目　標

R4年度 R5年度 R6年度
目標値

（　年度）

実　績 5,845人 11,953人 11,190

5,700人以上

村内主要ホテルへの年間宿泊客数
目　標 150万人以上 230万人以上 230万人以上

実　績 208万人※ 246万人 252万人

観光客の利便性が確保されたか（80％以上）
を含め、観光案内所を訪れた観光客等にアン
ケートを実施し、本事業のあり方を検証する。

目　標 80% 80% 80%

実　績 86% 82% 84%

進
捗
状
況
説
明

・「イベント入場者数」については、例年開催事業の「美ら海花火大会」に加え「サンセットビーチフェスタ」の開催をすることができた。
・「村内主要ホテル年間宿泊客数」については、昨年度比較で６万人の増となった。
・観光案内所において、観光情報の提供及び案内人の対応について利用者アンケートを実施した。「観光フロアの情報内容」につい
て満足度は８４％、「旅の案内人の対応」について満足度は９０％、また「観光地・恩納村としての満足度」は90％であった。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・美ら海花火大会は入場者数人10,787で、約5,000発を打ち上げた。アンケート
の結果から好評であったことがうかがえる。
・サンセットビーチフェスタを新たに行ったが、集客数が403人と伸び悩んだ。チ
ケット販売がうまく行かなかった事や開演が14時と気温が高温の為、対策や時
間帯の見直しが必要である。
・観光客誘客プロモーションと併せて、村単独事業の環境保全の取り組みを周
知することで、誘客に繋がったと推測される。
・観光案内人スタッフの丁寧な対応や情報提供により、満足度が増加した。

・美ら海花火大会のアンケート調査の結果から高い満足度となったが、
会場の収容能力を考えると今後の運営方法の検討が必要である。
・サンセットビーチフェスタの集客数の増加のために、事業の早期取り組
み、開始時間を遅らせる事や日陰等で暑さ対策を行う他に、チケット販売
価格の検討を行う。
・海外でのプロモーションの方法について、効果等を検証し継続・拡大の
必要がある。
・観光案内人スタッフが配置されている情報センターと周辺施設で協力を
図り満足度向上を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

54,962 52,491 41,993 10,498 2,471

恩納村
52,491千円

委託料
52,491千円

恩納村観光協会
52,491千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務は地方自治法施行令第167条の2第1項及び
恩納村契約規則第20条に基づき随意契約しており、妥当
である。
△不用額が６％となり、委託事業者とのより綿密な調整が
必要であった。
○費目・使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

・観光誘客人の配置（１人）

・観光案内人の配置（２人）

・美ら海花火大会
・観光プロモーション事業（４か所）
・観光ナビマップ作成事業

一般管理費等（交付対象外経費）

2,471千円

恩納村観光誘客・おもて
なし推進事業委託料



（ ） （ ）

設計業務完了

( ) ( 設計業務完了) ( ) ( )

基準値
（　年度）

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１-③ 赤間総合運動公園機能整備事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－３－（９）－（ア）

スポーツ関連産業の振興

担当部課名 社会教育課
事業実施

（予定）年度
令和4年度～令和6年

度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-（1）

事業内容
令和４年度に策定した機能強化整備計画を基に園内の安全管理の観点から、監視カメラ及び放送設備、転落防止柵の設置を行う。また、来
園者の利便性を高めるため、Wi-fi設備の設置を行う。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　■後年度（７年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度

76,922

(d)繰越額

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,250 76,922

(b)予算現額 7,403

(c)増減額(b-a) -4,847 0

A．計(b+d) 7,403 76,922

B．執行済額 7,403 73,227

うち交付金充当額 5,922 36,302

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 100.0% 95.2%

予算の状況の説明 不用額については、入札残によるもの。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

整備工事の完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

工事2件が完了している。

設計業務完了 工事完了

工事完了

R5年度 R6年度成果目標（指標） R7年度
目標値
（7年度）

２件の整備工事の完了

目　標

実　績 設計業務完了 工事完了 5件

進
捗
状
況
説
明

工事が完了しているので、スポーツ合宿の誘致を行う。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

工事完了
スポーツ合
宿の受け
入れ件数



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・成果目標だった２件の工事について、遅滞なく実施し、工事を完了させること
ができた。

・free Wi-Fiの開設を行い施設の利便性が良くなったことでプロスポーツ
キャンプや自主トレ、アマチュアスポーツ合宿等の誘致を行い受入件数
を増やす。

今後の取り組み方針

県内外及び国外からのスポーツ合宿・自主トレ、イベント、大会等の誘致（村HPやSNS等を活用）の回数を増やすことで、当該施設の利用者を増やし、地域経
済への波及効果を高める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

75,653 73,227 36,302 36,925 2,426

-

(株)環境設計国建　

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
〇委託業者又は工事業者は指名競争入札方式により適
切に選定した。
〇予算規模は事業内容に見合った適正な規模で確保さ
れており、妥当であったと考えている。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

委託料
2,332千円

恩納村

4,477千円
(有)パブリックコンサル

タンツ

2,145千円

(有)上間電設工業　

工事費
53,350千円

73,227千円

68,750千円

(有)ワールド建設　

15,400千円

赤間総合運動公園通
信等整備工事監理業
務委託

赤間総合運動公園転
落防止柵設置工事監
理業務委託

赤間総合運動公園通
信等整備工事

赤間総合運動公園転
落防止柵設置工事



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

100% 100% 100% 100%

80％以上 80％以上 80％以上

R6年度
目標値

（　年度）

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① 特別支援教育支援員配置事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－５－（２）-ウ

時代に対応する魅力
ある学校づくりの推進

担当部課名 恩納村教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成29～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容
恩納村立幼小中学校に在籍する何らかの支援を要する児童生徒へ柔軟に対応するために、特別支援教育支援員を配置し、学力の向上、他の
児童生徒との関係構築を図り、学校生活の困難の改善や、登校しぶりを改善する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 38,595 40,361 39,432 37,773 52,140

(b)予算現額 38,595 40,361 39,519 38,804 64,214

(c)増減額(b-a) 0 0 87 1,031 12,074

(d)繰越額 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 38,595 40,361 39,519 38,804 64,214

B．執行済額 36740 39602 39519 41,033 64,214

うち交付金充当額 21920 28953 28559 32,826 51,371

次年度繰越額 0 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 95.2% 98.1% 100.0% 105.7% 100.0%

予算の状況の説明 不用額は生じず、事業計画通りに執行出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

特別支援教育支援員充足率　100%

目　標

実　績

特別支援教育支援員配置数

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・中学校では目標人数3人配置ができたが、小学校では中途退職による欠員期間が生じたものの最終的には目標人数配置
することができた。幼稚園でも目標人数4人配置できた。

幼稚園　 100.0%
小学校　111.1%
中学校　 100.0%

幼稚園　 100.0%
小学校　111.1%
中学校　 100.0%

幼稚園　 150.0%
小学校　100.0%
中学校　 100.0%

基準値
（H29年度）

R4年度 R5年度

特別支援員の対応について、保護者等を対象にア
ンケートを実施：
学校生活や学習上の困難の改善が図られた等の
肯定的な回答80％以上
アンケート結果を含め、本事業のあり方について検
証する。

目　標

実　績 88.40% 76.00%

93%以上

83.90%

進
捗
状
況
説
明

保護者による全体的な支援員評価については、肯定的な意見９６．４％である。また支援員による支援で学校生活や学習上の困難の
改善が図られた等の質問に対しては、８３．９％で目標値を上回った。
今後の支援員配置についても９８．２％以上が希望している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）

幼稚園　 100.0%
小学校　100.0%
中学校　 100.0%

幼稚園4園：4人
小学校4校：9人
中学校1校：3人

幼稚園4園：4人
小学校4校：9人
中学校1校：3人

幼稚園3園：4人
小学校4校：10人
中学校1校：3人

幼稚園2園：4人
小学校4校：10人
中学校1校：3人

幼稚園　 4人
小学校　10人
中学校　 3人

幼稚園　 4人
小学校　10人
中学校　 3人

幼稚園　 6人
小学校　10人
中学校　 3人

幼稚園　 4人
小学校　14人
中学校　 3人



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・保護者から今後の支援員配置については、９６．４％以上で高い希望がある、
また支援員による支援で学校生活や学習上の困難の改善が図られた等の質
問に対しては、８３．９％で目標値を上回る結果となった。
・慢性的な人手不足による支援の不足が生じないようにしなければならない
が、沖縄県全体が教育不足ということもあり、教員免許保持者が臨任教諭へ採
用となるケースが生じている。

・支援員の資質向上については、引き続き指導主事による研修を計画的に
実施していく。
・引き続き近隣市町村の雇用条件等を参考にし、必要があれば雇用条件を
見直すと同時に欠員が生じた際は、早急にハローワークへ募集を行い、人
員を確保していく必要がある。

今後の取り組み方針

・指導主事による研修実施に加え、学校内での研修に積極的に参加させ、校内連携の充実に取り組む。
・支援員の継続雇用により安定した支援体制を維持する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

71,011 64,214 51,371 12,843 6,797

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
○「恩納村特別支援教育支援員配置要綱」「恩納村会計
年度任用職員の任用等に関する規則」に基づいた支出で
あり妥当である。
〇不用額は無く、適切な予算規模であった。
○村条例に基づいた積算および出勤簿管理により支出し
ているため費目・使途は適正であると判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

64,214
千円

報酬

40,525
千円

職員手当等

14,821
千円

旅費
1,520
千円

期末手当

支援員21人

14,821千円

通勤手当

支援員21人

1,520千円

社会保険料及び雇

用保険料

支援員21人

7,348千円

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

共済費

7,348
千円

授業対象外の日数

（交付対象外経費）

6,797千円

恩納村

64,214
千円

報酬

40,525
千円

旅費
1,520
千円

報酬
支援員21人

40,525千円

期末手当

支援員21人

14,821千円

通勤手当

支援員21人

1,520千円

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

幼稚園 ４人
小学校 14人
中学校 ３人

共済費

7,348
千円

授業対象外の日数

（交付対象外経費）

6,797千円



（ ） （ ）

（ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 学校ICT支援員配置事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－５－（３）-イ

Society5.0に対応する教育の推
進

担当部課名 恩納村教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度

令和5年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容
村立小中学校へICT支援員を派遣することで、障害対応、環境整備、マニュアル作成、資料作成、授業支援、校務支援、校内研修会に取り組
み、教師のICT活用指導力の向上および児童生徒の学力の向上や人材育成を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 23,760 23,760

(b)予算現額 20,785 21,120

(c)増減額(b-a) ▲ 2,975 ▲ 2,640

(d)繰越額

A．計(b+d) 20,785 21,120

B．執行済額 20,609 21,120

うち交付金充当額 16,486 16,614

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 99.2% 100.0%

予算の状況の説明 事業計画通り、執行出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R５年度 R６年度 R７年度 R８年度

ICT支援員充足率　100%
目　標

実　績

ICT支援員配置数
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・中学校では目標人数1人配置ができたが、小学校では1校あたり月10日とし、支援員4名で巡回しながら配置できた。

100% 100%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　　　年度）
R5年度 R6年度 R7年度

目標値
（   年度）

ICT支援員の対応で教員のICT活用指導力の
向上等が図られたか（80％以上）を含め、教員
へのアンケートにより、本事業のあり方につい
て検証する。

目　標

実　績 60.0% 90.0%

進
捗
状
況
説
明

ICT支援員の配置については、目標人数を達成することができ、教員による支援員評価については、９０％と目標値を上回る結果と
なった。ICT支援員の資質について、満足度も１００％となり、昨年度と比べてもICT支援員の質が向上している。また、ICT支援員に
よる支援が必要だとする回答は９６．７％であった。

80%以上

小学校　150.0%
中学校　 100.0%

小学校　200.0%
中学校　 100.0%

小学校4校：2人
中学校1校：1人

小学校4校：2人
中学校1校：1人

小学校　3人
中学校　 1人

小学校　4人
中学校　 1人

80%以上



　

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・教員からの要求に適切に対応するため、学校規模や授業内容に応じた質の
高いICT支援員の配置を計画・実施するとともに、きめ細かく教員との連携を行
うことでICT活用指導力の向上を図ることが出来たため、教員による支援員評
価が９０％となることができた。また、９６．７％が支援が必要と回答しているこ
とから事業の必要性が教員に広く認識されている。今後さらなる必要性がでて
くるので、常に支援員の資質向上を図る必要がある。

・支援員の資質向上により教員満足度が向上し、積極的に授業でICTを
活用している。今後も新たな技術の生成AIによる授業やプログラミング教
育支援等でICT支援員に求められる能力の向上がより求められていくた
め、会社組織で研修を計画的に実施していく必要がある。

今後の取り組み方針

・会社組織によるICT支援員への研修実施に加え、学校内でのICT支援員による研修を実施し、校内連携の充実に取り組む。
・企業からの派遣により安定した支援体制を維持する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

21,120 20,768 16,614 4,154 352

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○「恩納村学校ICT支援員配置業務業務発注配置要綱」
及び「恩納村プロポーザル方式実施要綱」に基づいた選
定であり妥当である。
○予算規模は三者見積りにより妥当であり、不用額は事
業費の５％以内であり適正な規模であった。
○仕様書に基づいた積算により支出しているため費目・使
途は適正であると判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村
20,768
千円

委託料

20,768
千円

委託契約
（指名型プロポーザル）

授業対象外の日数

（交付対象外経費）
３５２千円

株式会社

学映システ

ム

沖縄営業所

20,768
千円

学校ICT支援員

配置業務委託



（ ） （ ）

（ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-④ 日本語通級指導教室補助員配置事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－５－（１）-ウ

公平な教育機会の確保と学習
環境の充実

担当部課名 恩納村教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度

令和5年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容
恩納村立小中学校に在籍する日本語指導が必要な外国籍児童の学校生活を円滑に進め、早期の適応を図るため、英語の堪能な日本語指
導教室補助員を配置し、外国籍児童の学校生活や学習上の困難の改善を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,139 7,943

(b)予算現額 3,030 7,904

(c)増減額(b-a) 186 ▲ 39

(d)繰越額

A．計(b+d) 3,030 7,904

B．執行済額 2,926 7,904

うち交付金充当額 2,340 6,323

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 96.6% 100.0%

予算の状況の説明 ・対象外経費を含めた総事業費は8,379千円で執行率は100.0％となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

日本語通級指導教室補助員充足率　100%
目　標

実　績

日本語通級指導教室補助員配置数
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・4月当初より小学校に2人配置することができた。

100% 100%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（R5年度）
R5年度 R6年度 R7年度

目標値
（   年度）

日本語通級指導教室補助員の対応で学校生
活や学習上の困難の改善が図られたか（80％
以上）を含め、対象となる児童生徒等の保護
者へのアンケートにより、本事業のあり方につ
いて検証する。

目　標

実　績 100.0% 100.0%

進
捗
状
況
説
明

保護者による補助員評価については、肯定的な意見が100％であり、今後の補助員配置についても100％が希望している。

80％以上

小学校　100% 小学校　100%

小学校1校：1人 小学校1校：2人

小学校　1人 小学校　2人

80%以上 80％以上



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和6年度より初めて日本で就学する児童生徒に対し、「日本語初期指導教
室」を小学校に設置し、初期の日本語指導や文化について学び、その後、日本
語通級指導教室へ通級するといった取り組みを行ったことが、成果目標の達
成につながったと考える。

・今後も外国児童の増加が見込まれるため、継続して補助員を配置して
いく必要がある。

今後の取り組み方針

・先進地研修実施に加え、学校内での研修に積極的に参加させ、校内連携の充実に取り組む。
・補助員の継続雇用により安定した支援体制を維持する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

8,379 7,904 6,323 1,581 474

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○「恩納村日本語通級指導教室補助員配置要綱」「恩納
村会計年度任用職員の任用等に関する規則」に基づいた
支出であり妥当である。
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模であっ
た。
○村条例に基づいた積算および出勤簿管理により支出し
ているため費目・使途は適正であると判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

7,904
千円

報酬

5,005
千円

職員手当等

1,712
千円

旅費
205
千円

報酬
補助員2人

5,005千円

期末手当

補助員2人

1,712千円

通勤手当

補助員2人

205千円

社会保険料及

び雇用保険料

補助員2人

982千円

小学校 2人

小学校 2人

小学校 2人

小学校 2人

共済費

982
千円

授業対象外の日数

（交付対象外経費）
４７４千円

恩納村

7,904
千円

報酬

5,005
千円

職員手当等

1,712
千円

小学校 2人

小学校 2人

小学校 2人

授業対象外の日数

（交付対象外経費）
４７４千円

恩納村

7,904
千円

報酬

5,005
千円

職員手当等

1,712
千円

小学校 2人

小学校 2人

小学校 2人

授業対象外の日数

（交付対象外経費）
４７４千円



（ 実施 ） （ 実施 ） （ ） （ ）

実施 実施

（ 実施 ） （ 実施 ） （ ） （ ）

実施 実施

（ 実施 ） （ 実施 ） （ ） （ ）

実施 実施

( ) (参加人数100名 (参加人数100名 ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-② 恩納村防災事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－2－（4）－（ｱ）

危機管理体制の強化

担当部課名 総務課管財係
事業実施

（予定）年度
平成24～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-10-(3)

事業内容
大規模自然災害が発生したと想定し各自治会、観光事業所等と連携し、避難訓練及び避難所運営訓練を実施する。又、防災倉庫や備蓄品等
を整備し、災害に強いまちづくりを推進する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 15,487 25,241

(b)予算現額 15,213 24,291

(c)増減額(b-
a)

-274 -950 

(d)繰越額 0 0

A．計(b+d) 15,213 24,291

B．執行済額 15,212 24,290

うち交付金充当額 12,170 19,432

活動目標（指標）

達成状況

#DIV/0!

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明 予算は入札残により950千円を減額、その後全額執行。

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

実　績

防災訓練の参加人数

目　標

実　績

目　標

実　績

防災倉庫の整備
目　標

実　績

基準値
（　年度）

防災訓練の実施

R5年度 R6年度 R7年度
目標値

（　年度）

参加人数81名

目　標

参加人数159名

活動目標
（指標）

及び達成状況

備蓄食糧及び資機材等整備
目　標

達
成
状
況
説
明

・各種マニュアル等に基づき大規模災害時の初動体制、情報収集及び避難所運営訓練の実施ができた。
また、避難所運営訓練について４自治会参加し、自治会の防災意識も高めることができた
・防災備蓄倉庫1基、300名×3食×７日分（6,300食）及び資機材等の整備を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）

防災倉庫の設置
備蓄食糧及び資機材等の整備

実　績
倉庫の設置
食料2,700食

倉庫の設置
食料6,300食

進
捗
状
況
説
明

訓練の実施、防災倉庫の設置、備蓄食糧及び資機材等の整備を実施完了した。

倉庫の設置
食料2,700

食

倉庫の設置
食料2,100食



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

大規模災害を想定した訓練を実施することができ、参加人数庁内及び自治会
合わせて159人の参加があり、防災意識の高揚、災害体制の強化を図ることが
できた。また、福祉避難所協定に基づき防災倉庫及び備蓄品（食料6,300食）等
を整備することができた。

村全体での避難訓練等を実施することで、各自主防災組織、自治会及び
事業所等の防災意識の高揚を図り、地域の実状に応じた防災倉庫や資
機材等の整備が可能になるため、今後も地域の住民等の要望を踏まえた
整備・取組みが必要である。

交付対象事
業費

交付対
象外経

費
交付金
充当額

市町村
負担金

24,290

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

今後も、防災倉庫等の未整備地域について早急に設置を行い、備蓄食糧等についても災害に備え計画的に整備する。また、防災訓練を実施することで災害に
強いまちづくりの推進する。

24,290 19,432 4,858 0

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
〇委託業者は指名競争入札方式により適切に選定した。
〇予算規模は事業内容に見合った適正な規模で確保され
ており、妥当であったと考えている。
〇費目・使途については事業の目的を達成するためには
最小限必要不可欠なものであったことから、適正であったと
判断した。

〇

委託料
4,840千円

恩納村
24,290千円

物品購入
19,450千円

琉球国際航業(株)
4,840千円

アースウィング(株)
19,450千円

令和６年度
恩納村防災訓練

委託業務

令和６年度
恩納村避難所等
物品購入業務



( 5社 ） （ 5社 ） （ ） （ ）

5社 5社

( １回 ） （ １回 ） （ ） （ ）

１回 １回

( ) 　( 　5品 ) 　( 　5品 ) ( ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-① 地域特産品等開発支援事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-3-(10)-イ

地域資源を活用した特産品の振興

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度

令和5年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(7)

事業内容
　地域農産物を活用したレシピ・商品の開発、過年度に商品化した商品について更なる高付加価値化、販売促進・販路開拓を図り、地域経済
の活性化を目的とする。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,503 6,403

(b)予算現額 6,503 6,403

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

(d)繰越額

A．計(b+d) 6,503 6,403 0 0 0

B．執行済額 6,403 6,283

うち交付金充当額 5,122 5,026

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 98.5% 98.1% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明 事業計画どおり執行し、総事業費は6,403千円となったが、出店料の一部補助分については交付対象外とした。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

〇開発事業者支援　5社
目　標

実　績

〇開発された商品の販売促進やレシピ開発に関す
る企画実施1回、来場者に対するアンケート
〇販売促進に関するツール制作および関連施設
への配布

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

〇開発意向のある事業者は7事業者であったが、書類審査やプレゼン等による選考により最終的な個社支援数は5社と目標通り実施できた。
〇レシピ開発（コンテスト）に関しては、村の漁業において収穫量の多い魚介類である「島ダコ」をテーマとして村内ホテル１１社が参加した。メディ
ア露出もあり、県内でも有数の産地である「島ダコ」の認知度の向上に寄与した。
〇アンケートは観光施設である「万座毛周辺活性化施設」で試作品の試食とともに実施し、消費者の需要を商品へ取り込むことができた。
〇販売促進用に制作したツール（村オリジナル紙袋）も本村全体で利用される頻度が多くなり宣伝広告媒体として機能している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R5年度 R6年度 R7年度

目標値
（14年度）

開発された商品
目　標

実　績 5品 5品

進
捗
状
況
説
明

パッケージ開発等を含めて5品
　支援対象者（開発商品や支援内容）
①株式会社ONNA（島やさい茶漬け　パッケージ及び販売促進物）②Honey　Bee蜂優（残留農薬検査、ハチミツ充填機、ステッカー作
成）③株式会社　匠（おんなブルー販促用ポータルサイト作成）④咲元酒造（琉球泡盛「On a Village」パッケージ作成、販促用ポス

                                            ター作成）⑤ちゅらさ工房（新商品開発事業「ローゼルの塩漬」　細菌・賞味期限検査、パッケージデザイン作成）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

〇事前に講習会を開催したことで、支援内容等に関心が高まったことが目標の
５品を達成できた要因である。一方で、事業期間は1年のため、開発意向のあ
る事業者の募集期間も含まれており、実質的な支援期間は約半年程度と十分
は時間ではない。

〇支援期間が短いことから、完成度の高い商品開発となるためには十分
な時間とは言い難いため、支援期間を含めた公募要項の内容を検討す
る必要がある。

今後の取り組み方針

〇公募要項の内容を再検討し、商品の開発に意欲的な事業者の参画を促進する。
〇開発された商品や支援事業内容を恩納村産業まつり会場で販売・展示し、支援対象者の掘り起こしを図り、村民への中小企業振興策への理解を促す。
〇開発された商品をふるさと納税返礼品に登録し、販路開拓支援と売り上げ向上につなげることで地域経済活性化を図る。
〇過去に支援した製品・事業者への追跡調査等を通しての検証や強化を行い、製品の改良・価値向上を目指す。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

6,403 6,283 5,026 1,257 120

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業務は地方自治法施行令第167条の2第1項及び恩納村
契約規則第20条に基づき随意契約しており、妥当である。
〇不用額はなく適正な予算規模と判断できる。
〇費目、使途については、完了報告時に検査しており、出店料
の一部支援として支出した額は交付対象外経費としており、妥
当である。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

6,283千

円

委託料

6,283千円

恩納村商工会

6,283千円

交付対象外経費

120千円

恩納村地域特産品等開発支援事業委託
恩納村

6,283千

円

恩納村商工会

6,283千円

恩納村

6,283千円



( ） （ 開催 ） （ ） （ ）

開催

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

80%

4,500

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-② 恩納村産業まつり実施事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-3-(10)-イ

地域資源を活用した特産品の振興

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度

令和5年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(7)

事業内容 産業振興の一環として、本村の魅力を村内外にPRし、地域産業の発展に寄与することを目的に開催する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

9,409

(d)繰越額

R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,415 9,409

(b)予算現額 8,534

(c)増減額(b-a) 2,119 0 0 0 0

A．計(b+d) 8,534 9,409 0 0 0

B．執行済額 7,998 8,398

うち交付金充当額 6,398 6,718

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 93.7% 89.3% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明 事業計画どおり実施し、執行残については全額補助金返還している。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

産業まつりの開催
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

事業計画どおり年度内に産業まつりを開催できた。

開催

開催

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R5年度 R6年度

来場者数
目　標

実　績

R7年度
目標値

（　年度）

出店者に対するアンケート結果
産業まつりに出店することで農産物または特
産品等のPRに繋がったと感じる割合

目　標

実　績 100%

4,110

進
捗
状
況
説
明

・出店者数は毎年変動があり、農産物等もPRのためまつり価格になっており売り上げ向上を成果目標にすることは困難であるため、
売り上げ向上に繋げるための認知度向上の指標として「来場者数」を成果目標とした。

・周辺自治体において同日開催のイベントがあり、来場者が分散したと考えられ、前年度来場者数（4,003人）より微増（前年比約
102.7％）ではあったが、目標値には届かなかった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・SNS等を活用しての情報発信の回数が十分ではなかった。

・前年度と比較し、出店ブースの内容を強化したが、集客が十分でなかった。

・展示・出店ブースの各内容について現状を精査し、来場者にとって魅力
的なブース構成を企画する。

・SNS等での情報発信頻度を増やし、産業まつりへの興味・関心を高め、
集客に繋げる。

今後の取り組み方針

・特産品開発支援事業と連動して商品開発を行った事業者の産業まつりへの出店促進を図り、開発された商品や特産品開発支援事業の取り組みを産業まつ
りで紹介することで、商品開発意欲のある中小企業者等の掘り起こしや機運醸成を促す。

・SNS等の媒体を活用し、幅広い広報展開を図る。

・来場者の興味・関心を引くような展示ブース・出店ブースの構成を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

9,948 8,398 6,718 1,680 1,550

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇交付要綱に沿った団体への支出であり妥当と考える。
△協賛金の確保が不透明であることや物価・人件費高騰を見越して確
保した予算に対し、協賛金の調達が想定を上回ったため、執行残が生
じた。
〇受益者である実行委員会は、総事業費の15％を負担しており、事業
内容から判断しても妥当である。
〇費目、使途については、補助金実績報告時に検査しており、まつり開
催に必要なものと判断している。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

8,398千円

補助金

8,398千円

恩納村産業まつり

実行委員会

8,398千円

交付対象外経費

負担金（ＪＡ、漁業協同組合）、協賛

金、 出店料等（1,550千円）

まつり開催補助金



( ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

20人 20人

6人 2人

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-② 恩納村各種競技等の県外派遣に関する支援事業（部活外） 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-5-(2)-ウ

個性を伸ばし、自立に向けた資
質・能力を伸ばす教育の推進

担当部課名 社会教育課
事業実施

（予定）年度
令和5年度～令和13

年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-3-(2)

事業内容
本村の児童生徒がスポーツ及び文化活動に対する意欲を向上させ各種球技、競技の振興を図り、県代表として県外大会へ出場する際の派
遣費の助成を行う

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

240

(d)繰越額

R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 480 480

(b)予算現額 1,176

(c)増減額(b-a) 696 -240

A．計(b+d) 1,176 240

B．執行済額 206 38

うち交付金充当額 164 30

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 17.5% 15.8%

予算の状況の説明 当初は20人程の派遣を見込んでいたが、今年度は2人の申請だった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

スポーツ及び文化活動に係る、県外派遣の補
助

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

小学生2人に補助を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R5年度 R6年度 R7年度

目標値
（　年度）

派遣された生徒の自立や意欲、競争能力が
向上したか（保護者アンケート）：80％以上

目　標

実　績 100% 100%

進
捗
状
況
説
明

令和6年度はアンケートの成果目標を達成することができた。

80% 80%



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・県外及び離島への派遣費補助を行うことで、児童生徒が各種大会へ参加し
やすい体制を構築することができた。保護者へのアンケートの回答から児童生
徒が成長につながる機会が得られたと感じていることが分かる。

引き続き出場機会が得られた際の自立や意欲、競争能力の向上に向け
て支援を継続する必要性がある。

今後の取り組み方針

本村の児童生徒がスポーツ及び文化活動において、県代表として県外大会へ出場する際の必要な派遣費の助成を引き続き行うとともに、住民や学校で把握
できている派遣対象者へ本事業の周知を強化する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

278 38 30 8 240

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇恩納村各種競技等の県外等への派遣に関する補助金
交付要綱に沿って交付しているため適正な支出となって
いる。
△令和４年度、令和５年度とも不用率が80％以上なので
目標値を下げる等、計画変更を行う必要があった。
〇要綱で受益者負担を求めており適正である。
〇使途等については交付申請の段階で確認し目的に即し
交付した。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村
38千円

補助金
38千円

小学生2人小学生（2人）
38千円

交付対象外経費
（宿泊費等）
240千円

恩納村各種競技等の県外等へ
の派遣に関する補助金



（ 6名派遣支援 ） （ 8名派遣支援 ）

4名派遣支援 8名派遣支援

( ) ( 80％以上 ) ( 80%以上 ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-③ 恩納村アメリカホームステイプログラム派遣事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-5-(3)-ア

国際感覚を身に付ける教育の
推進

担当部課名 社会教育課
事業実施

（予定）年度
令和5年度～令和13

年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-3-(2)

事業内容
　村内在住の中・高生をアメリカ合衆国へ派遣し、国際共通言語といわれる英語を直接現地で体験してもらうことで、国際性豊かな視野を身
につけ、国際交流推進の担い手となる人材の育成を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,982 2,941

(b)予算現額 2,046 3,600

(c)増減額(b-a) -936 659

(d)繰越額 0 0

A．計(b+d) 2,046 3,600

B．執行済額 1800 3600

うち交付金充当額 1440 2880

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 88.0% 100.0%

予算の状況の説明
当初は派遣生自己負担額を含めた委託額を想定していたが、自己負担額を差し引いた委託料により契約したため、
事業費を減額して執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

中高生をアメリカ合衆国へ派遣する派遣費を
支援する。

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

学校の夏休み期間中を利用して、村内在住の中高校生8名をアメリカ合衆国に派遣し、語学研修や体験学習、ホームス
テイを実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R5年度 R6年度 R7年度

目標値
（　年度）

アンケートで帰国後、国際性豊かな視野を身
に付けることができたかと回答した割合80%以
上

目　標

実　績 100% 80%

進
捗
状
況
説
明

帰国後に徴取したアンケートの結果、自分自身の視野が広がったと感じた生徒の割合は80%であり、目標を達成した。



交付対象外経費

(個人負担分)

2,090千円

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

参加した生徒からは「ホストファミリーと自分なりに色々な話題を考えて積極的
にコミュニケーションをとることができた」、「知らないことも、何事にもチャレンジ
精神でそれらを知ろうとする努力について学び、日本では得られなかった経験
が出来た」、「海外との価値観や文化の違いを肌で体感することができた」と
いった声があったことから、社会情勢に留意縞柄l今後も継続して事業を実施
する必要がある。

近年の為替変動等に伴う物価上昇により今後派遣費用も増えていくこと
が予想されることから、持続可能な事業とするために、派遣生の過重な
負担とならないよう事業を実施する必要がある。

今後の取り組み方針

　派遣生の自己負担額に上限を設けることにより負担軽減を図るとともに、今後事業の対象となる村内小学生に向けて、派遣生の体験報告を行うことで、村内
児童生徒の英語を学ぶことへの意欲・関心をより一層高め、積極的に自分で考え行動することのできる国際性豊かな人材の育成を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

5,690 3,600 2,880 720 2,090

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務は地方自治法施行令第167条の2第1項及び恩納村契約規
則第20条に基づき随意契約しており、妥当である。
〇不用額が生じす、適正であったと考える。
〇3割程度の受益者負担をしており妥当であった。また要保護・準要保
護世帯については参加費を免除することで、幅広い生徒に対し事業参
加の機会を提供できた。
〇実績書類及び検査により、費目や使途は目的に即した必要なもので
あることを確認した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

3,600千円
委託料

3,600千円

(株)南日本カルチャーセンター

3,600千円
恩納村アメリカホームプログラ

ム派遣事業委託業務



（ ） （ ）

（ ） （ ）

( ) ( 80％以上 ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-⑤ 学力向上支援員配置事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－５－（２）-ア

確かな学力を身に付ける学校
教育の充実

担当部課名 恩納村教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度

令和5年度
～

令和13年度
沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容
児童生徒一人ひとりの国語・算数・数学・その他の教科の基礎・基本の定着と確かな学力の向上を図る為、恩納村内の小中学校５校に学力
向上支援員を配置し、児童生徒の基本的な学習内容の定着及び学力の向上を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 11,344 17,094

(b)予算現額 8,852 16,475

(c)増減額(b-a) ▲ 2,092 ▲ 619

(d)繰越額

A．計(b+d) 8,852 16,475

B．執行済額 7,701 16,475

うち交付金充当額 6,161 13,180

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 87.0% 100.0%

予算の状況の説明 ・途中退職もあったが全校に配置でき、対象外を含めた総事業費は17,231千円であり執行率100％となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

学力向上支援員充足率　100%
目　標

実　績

学力向上支援員配置数
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・中学校、小学校で途中退職もあったが、すぐに採用でき欠員期間もなく、全校に配置できた。

100% 100%

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　　年度）
R5年度 R6年度

各学校全国学力学習状況調査の結果を全国水準
を目標とする。全国平均との正答率の差５％以内
とする。

目　標

実　績

R7年度
目標値

（   年度）

学力向上支援員の対応で学習上の困難の改
善が図られたか（80％以上）を含め、対象とな
る児童生徒等の保護者へのアンケートによ
り、本事業のあり方について検証する。

目　標

実　績 78% -

- -3.10%

進
捗
状
況
説
明

全国学力学習状況調査の結果、各学校の国語、算数・数学の正答率の平均差が-３．１％と目標の全国差５％以内を達成できた。

小学校　80.0%
中学校　 100.0%

小学校　１00.0%
中学校　 100.0%

小学校4校：4人
中学校1校：1人

小学校4校：4人
中学校1校：1人

- 全国差5％以内

小学校　3人
中学校　1人

小学校　４人
中学校　1人

-



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・支援員による個別指導や少人数指導による基礎学力の底上げにより、全国
学力学習状況調査の結果、各学校の国語、算数・数学の全国正答率の平均
差が-３．１％と目標を達成できた。
・慢性的な人手不足による支援の不足が生じないようにしなければならない
が、沖縄県全体が教育不足ということもあり、教員免許保持者が臨任教諭へ
採用となるケースが生じている。

・支援員の更なる資質向上のため、指導主事による研修を計画的に実施
していく。
・引き続き近隣市町村の雇用条件等を参考にし、必要があれば雇用条
件を見直すと同時に欠員が生じた際は、早急にハローワークへ募集を行
い、人員を確保していく。

今後の取り組み方針

・指導主事による研修実施に加え、学校内での研修に積極的に参加させ、校内連携の充実に取り組む。
・支援員の継続雇用により安定した支援体制を維持する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

17,231 16,475 13,180 3,295 755

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
○「恩納村学力向上支援員配置要綱」「恩納村会計年度
任用職員の任用等に関する規則」に基づいた支出であり
妥当である。
○不用額はなく、適正な予算規模であった。
○村条例に基づいた積算および出勤簿管理により支出し
ているため費目・使途は適正であると判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村
16,475
千円

報酬

10,722
千円

職員手当等

3,354
千円

旅費
415
千円

報酬
支援員5人

10,722千円

期末手当

支援員5人

3,354千円

通勤手当

支援員5人

415千円

社会保険料及

び雇用保険料

支援員5人

1,984千円

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人

中学校 １人

共済費

1,984
千円

人件費

交付対象外経費

755千円

恩納村
16,475
千円

報酬

10,722
千円

職員手当等

3,354
千円

社会保険料及

び雇用保険料

支援員5人

1,984千円

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人
中学校 １人

小学校 ４人

中学校 １人

人件費

交付対象外経費

755千円
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市町村名 恩納村

令和６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8-① 恩納村施設型共同墓新築事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-2-（7）-ｱ

計画的な生活基盤の整備

担当部課名 　恩納村建設課・村民課
事業実施

（予定）年度
令和6～令和7年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-9-（1）

事業内容
　墓地散在化の抑制や空き家にある仏壇や位牌等を移動することにより、定住の促進を図る。また、今後の更なる少子高齢化や核家族化の
進行、生活様式の多様化などの社会状況の変化に対応していくため施設型共同墓（納骨堂）を整備する。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和８年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

(d)繰越額

R10年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 15,000

(b)予算現額 13,500

(c)増減額(b-a) -1,500 0 0 0 0

0

A．計(b+d) 13,500 0 0 0 0

B．執行済額 13,500

うち交付金充当額 10,800

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　当初に計画した事業内容を全て実施したほか、事業目標および活動目標の達成状況を鑑み、適正であったと考え
る。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）

達成状況

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

恩納村施設型共同墓基本設計業務
目　標

実　績

恩納村施設型共同墓実施設計業務
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　恩納村施設型共同墓新築工事の建築実施設計を発注し、期限内に完了した。

基本設計の完了

基本設計の完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R6年度 R7年度

施設型共同墓の利用割合
目　標

実　績

R8年度
目標値
（8年度）

実施設計業務の完了
目　標

実　績 実施設計の完了

進
捗
状
況
説
明

　・平成28年に策定した基本構想に基づき、建築実施設計を完了した。
　・令和8年度の供用開始に向けて関係部署と協議し、施設建設工事を実施する。

実施設計の完了

実施設計の完了

実施設計の完了



　

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　令和6年度は、恩納村施設型共同墓（納骨堂）の実施設計を完了した。
令和7年度は、建築工事の竣工を予定しており、令和8年度の供用開始に向け
て準備を進めていく必要がある。

　令和8年度の供用開始に向け、工事業者及び関係課と連携して工事を
行っていく。

今後の取り組み方針

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

10,800 2,700 594

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

　建設工事の開始にあたり、隣接する村斎場の管理者や利用者への周知を図り、安全に工事が実施されるよう努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

〇委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当で
あったと考えている。
〇入札残により不用額が生じたものの、事業完了に必要
な予算としては適正な規模だった。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

恩納村

13,500千円

委託料

13,500千円

（株）建築設計同人 匠才庵

13,500千円

14,094 13,500

恩納村施設型共同墓新築工事
実施設計業務委託


